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1970 年 3 月 熊本県立熊本高等学校卒業
1975 年 3 月 東京大学法学部政治学科卒業
1975 年 4 月 衆議院法制局参事
1978 年 4 月 東京大学社会科学研究所助手
1983 年 4 月 東北大学文学部附属日本文化研究施設講師
1985 年 10 月 同上 助教授
1986 年 4 月 京都大学人文科学研究所助教授
1998 年 5 月 同上 教授
2003 年 3 月 京都大学・博士 (法学) 取得




















・『사상과제로서의 아시아，그 이후 (思想課題としてのアジア，その後)』ソウル：J & C，2012






・任城模・編訳『여럿이며 하나인 아시아 (多にして一のアジア)』ソウル：チャンギ出版，2003
・Manchuria Under Japanese Dominion ; Encounters with Asia, Translated by Joshua A. Fogel,
Pennsylvania University Press, 2006
・尹大石訳『키메라 만주국의 초상 (キメラ・満洲国の肖像)』ソウル：スミョン出版，2009
・鄭在貞訳『러일전쟁의 세기：연쇄시점으로 보는 일본과 세계 (日露戦争の世紀――連鎖視点から
見る日本と世界)』翰林新書 95，ソウル：小花，2010
・朴東誠訳『헌법 9조의 사상수맥 (憲法 9条の思想水脈)』ソウル：東北亜歴史財団，2010
・徐浤馨・林琪禎・沈玉慧・黃耀進訳『滿洲國的實相與幻象』台北：八旗文化，2016
・許仁碩訳『憲法九條――非戰思想的水脈與脆弱的和平』台北：八旗文化，2017

















・『岩波講座・アジア新世紀』全 8巻 (青木保・山室信一ほか編) 岩波書店，2002
・『岩波講座・「帝国」日本の学知』全 8巻 (田中耕司・山室信一ほか編) 岩波書店，2006
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・｢国家の制度化と法制官僚
レ ジ ス ト
の政策嚮導――明治前期における法による支配と井上毅」『社會科學研究』
33巻 2 号，1981




































































































































































・Lʼempire du Japon et choc de la Premiére Guerre mondiale, Revue D’histoire, No. 249. 2013
・｢対亜洲的思想史探索及其視角」『台湾東亜文明研究学刊』10巻 2期，2013
・｢「崩憲」への危うい道」『世界』848 号，2013
・｢(シリーズ総説) 世界戦争への道，そして「現代」の胎動」『現代の起点 第一次世界大戦・1巻 (世





























・｢아시아의 시점에서 입헌주의를 생각한다」『말과활』11 号，2016
・｢未完の「東洋平和論」」李泰鎮・安重根ハルビン学会編『安重根と東洋平和論』日本評論社，2016
・La Première Guerremondiale dans lʼhistoire de lʼAsie orientale : un regard japonais, Ebisu, No. 53, 2016
・｢解説」『石川九揚著作集Ⅴ 漢字がつくった東アジア 東アジア論』ミネルヴァ書房，2016
・｢만다라 (曼茶羅) 로서의 중국――동북아재단 편」『연동하는 동아시아 문화』역사공간，2016
・｢ナショナリズム――国民と国家はどうなるのか」伊地知紀子・新ヶ江章友編『本当は怖い自民党改
憲草案』法律文化社，2017
・The Philosophy and Possibilities of An Chunggunʼs Unfinished On Peace in the East, Yi Tae-Jin ed.
Peace in the East : An Chunggunʼs Vision for Asia in the Age of Japanese Imperialism, Lexington Books,
2017
・｢역사학과 인문・사회과학의 현재，그리고 기대의 지평으로=History and Present of Humanities
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